
浄土宗大巖院「四面石塔」の

謎をさぐる

千葉県立長狭高等学校  1愛  1尺  f昨1 主篠

1.|よ じめに

館山市の浄土宗寺院大巖院にある石
',答

は、江戸時代初;1月の「元和十年」(1624年 )と の

年号が刻まれ、四面には梵字 (サ ンスクリッ lヽ )、 築字、和風漢字、ハングルの文字によっ

て、それぞれ「南無阿弥陀仏」と刻字された日本でも大変めずらしい六字名号石塔である。

とくに阿弥|:電信仰関係のなかで「四面石塔」と呼ばれ、その一面にハングルが刻字された

貴重な石造物である。

この石塔で最も注目されることは、東側の石面に現在のハングル字形と違った古い字形

のハングル (以下、「初期ハングル」とする)が刻字されているという事実である。なぜ房

総半島南端の安房という地域に、初期ハングルが刻字されている「四面石塔」が存在する

のであろうか。この石塔には大巖院の創健者の雄誉霊最上入 (以下、雄誉とする)の条と

イL押が刻まれている。石塔建立に関わる一人の浄土宗 f曽侶を通して、16世紀末から17世紀

初頭の東アジア世界の動きのなかで、日本や朝鮮に関わる大きな出来事が関係していると

推測している。

2◆ 大巌院「四面石塔」建立をみる

石塔の四面のひとつに、初期ハングル字形で「南無阿弥陀仏」と刻字されている意味は

何か。結論 ll争 に言えば、秀吉の「朝鮮侵略」に関わる何らかのことが「四面石塔」建立の

理由ではないかと、私 |ま推定している。まず、石塔建立の1624年が、1592年 の文禄の役

(丁酉倭乱)から「三十三回忌」供養の年であることを指摘しておきたい。なお、この年

:こは「寛永元年度朝鮮回答兼刷還使」の来日があり、朝111:F国外交団に合わせて幕府から雄

誉が朝鮮人刷i:量に関わる件を秘密裏 |こ依頼された可能性がある。その結果、帰還を許され

た被虜人の「山村茂兵」夫妻が、「逆修」の儀式のお礼という形で水向付きの F四面石塔」

を寄進したとの大胆な想像は許されないであろうか。

また、雄誉の動きから1624年をみると、この年に江戸日本橋近くを埋め立てて霊巖島を

造成し、その地に道本山霊巌寺という大規模な檀林 (僧侶養成)を創建している。安房の

地においても江戸霊巖寺の創建にあわせるかのように、雄誉の弟子たちによつて寺院が創

建されていることは何を意味しているのか。さらに、雄誉と朝鮮人僧侶やハングル刻字と

の関係では、大巌寺の三世住職であった雄誉が全国に布教活動するなかで様々な僧侶のネッ

トヮークをつくっていったことは間違いなく、家康と深い関係にあつた檀林大巌寺では、

朝鮮仏教の経典であるハングル版「阿弥陀経」と触れたり、雄誉の手元 |こあってもおかし

くはない。雄誉の浄土宗思想の原点には、新羅時代の元暁や中国唐時代の書導の念仏解釈

があることは石塔の讃 1尋 (経文)か らも読みとれる。

こうしたさまざまな推定から、仏教的視点から東アジア世界でも、とりわけ日本と朝鮮
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の間の「善隣友好と平和」を強く願った石塔が建立されたのでないかと推 i事 l″ 走。
なお、富津市竹岡の浄土宗寺院松翁院には、「寛文十年」(1679年 |:二達主されたと思わ
れる同じ形式のハングル刻字の「四面石塔」が存在する◆しかし、全体鋳 :こ iま種套難な翅字
であるうえに、なかでも讃偶の配列形式に大きな違いがある点を考えると、二電在寺轄点で
は、大巌院の「四面石塔」を似せた可能性が大きい。

3.ハ ングル刻字「四面石塔」考察の糸目
初期ハングルが刻字されているといっても、石塔の四面に刻まれた文字以外は、全く聞
係史料がないので、今のところ建立の経緯が推定の域をでない。ただ、建立期の時代状況
やI碧面にある讃1尋など刻字されたものを「四面石塔」考察の糸目にしてみたい。
北面の梵字「薦無阿弥陀仏」の右側に刻字されている「寄進水向施主山村茂兵建誉超西
信士栄寿信女為之逆修」や、左擬手の「干時元和十年二月十四日房州山下大綱村大議院檀蓮
社雄誉 (花押刻字 )」 の刻字に注穏すると、刻まれている六字名号や讃掲から建立 |こ関わ
る理念の」11定が可11旨である。なかでも石塔建立 |こ関わると思われる花押が刻まれる雄誉に
関わる史料は、!争土宗関係文書のなか|こ確認されてお |,、 石塔建立

`7)意
味を知 ,る重要な手

がかりが得られると判断した。

まず、石塔に刻まれている中国唐時代の善導大師撰の讃掲「門門不同八万四 為減無明
果業因 利剣即時弥陀号 一声称念罪皆除」の内容をみると「いか|こ法間が多いとしても
人間の果業を明らかにさせることが難しいので、それを克服しようとすれば、ただち:こ
f南無阿弥陀 iム」を一声唱えれば罪みな除かれる」という意味である。僧侶が檀家や信者
に対しておこなう伝法 F伝授抄∫「亡魂往来之大事」の項では、怨霊がくるとぃぅ人や死
んだものの霊をみる人の心の苦しみをやわらげるイ尋文とされるので、今も救われない亡魂
を供養じ鎮魂しようといぅ意に解釈した(D

そこで推測されるのが秀吉の「朝鮮′i発略」 |こ よって亡くなった人々や、拉致されて亡く
なった朝鮮人たちの亡魂が今だ|二鎮魂されていないと憂えていたのが石塔に名が刻まれて
いる寄進者「山村茂兵」夫妻であった。当時高名な雄誉に相談して「逆修」の儀式をおこ
ない、夫婦で戒名をもらったことで水向け付の石塔を寄進した。その際、秀吉の「朝鮮侵
略」で犠牲になったり、:iri立致されて異国の地で亡くなった朝鮮人たちのなかで、まだ供養
されていない多くの怨霊を鎮魂するために、「三十三回忌」の法要をしたと想像したい。
それではなぜ「四面石塔」の東面にハングル刻字を求めたのか。「山村」夫妻が拉致さ
れてきた朝鮮人であったと推測して「逆修」の儀式と「四面石塔」建立とが、元和十 (16
24)年であった理由を考えてみたい。この1624年に来日した「寛永元年度回答兼刷還使」
外交団は、朝鮮から位致してきた人々の刷:i量を幕府に要求していたが、帰国を希望してい
た「由村」夫妻は雄誉の尽力もあり、幕府から朝鮮外交団との帰還の特別許可が下された
のではないか◇それは「逆修」の儀式や「三十三回忌」法要のきっかけとなり、そして
「四面石塔」建立の理由となったのではないか。それらのことは飛躍した見方であろうか。
また、「善隣友好と平和」という特別な思いにつながる「三十三回忌」法要を、末永く
人々の記 1意に残したいと願った朝鮮人「山村」夫妻の気持ちを察した雄誉は、石塔のなか
に四種字形による「南無阿弥陀仏」と刻字することで、祈念的な浄土世界の平和理念を埋
め込んだのではないか。そのなかでハングル字形の刻字には、ハングル仏典として雄誉の
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11i二 千1・■たかもしれない F仏説阿弥陀経諺解j(1464年刊行・1558年双渓寺本版本 1巻

姜 1::襲 iを使用したと思われるのである.

ところで F山村茂兵」像を別の視点から考察してみる..ま ず、石塔は安山署質の伊豆石

を使った大変貴重なもので、江戸城の築城や幕府の許可した建築事業以外は、一一般的に1吏

用できなかった石材である。高さ2メ ー トル≧超える伊豆石を捜用した水向け付き石塔 |二

慧、雄誉の花押や誉号のついた戒名、また雄誉から「逆修」の儀式を受 :す走ことが刻まれ

ているので、朝鮮人と F山村茂兵」 |よ、武士扱いを受 :ナた石材を扱う:I書霧級技術者であった

か、もしくは雄誉と寺院建設事業でf可 らかの深い関係をもった人物であったかもしれない()

それを裏付ける出来事のひとつが、石塔建立の1624年に、雄誉 |ま幕府の許可を得て江戸目

本橋illく の葦原三万坪を埋め立てて霊最島を建設し、その造成地 |こ関東十八檀体のひとつ

となった壮大な霊最島を創建であるc,江戸初期におこなわれた埋め立て土地造成と檀林寺

::完建設という大事業は、幕府からの強い要:::翌であるだ:すでなく、直接的な財政的支援があっ

てはじめて可能であった。このなかで「山村茂兵_|な る朝鮮人は石材を扱う高級技術者と

して、建設事業に密接 |こ関わっていたので |まないかと推測する(1)

このように関係史料もなく推測じ謎だら:ナの「圏面石塔」ではあるが、製作された時代

背景やそこに関わる人物の生涯などを検討することで、「善隣友好と平和」 と顎う石等で

|ま ないかと推測してきた。このなかで激動の時代 |こ生きていた雄誉霊最上人は、南房総か

ら日本、朝鮮、そして東アジアti士界のなかでとさまざ
｀
まな人 liり交流を繰 |,広 げながら、

「善隣友好と平和」の行動をとって、多くの江戸初期の民衆に支持され
・でいた憎′爆と想像

できるのである。̀

4,難誉霊巌上人の生涯をみる

雄誉 |よ 、若くして千葉 (生実)大巖寺の住職とな ll,、 その後全国の浄土宗の布教や館山

大議院や江戸霊巌寺の開山 |こ関わり、晩年には浄土宗本山の京都知恩院の第3麓世住職|[な っ

た人物である。なかでも徳川家康や秀患、家光と直接的な接触をしながら、幕府の宗教政

策上 |こおいて重要な役割を果たした僧侶と考えられるが、その割にはあま :,知 られて
'い
な

い。一説 :こ三十人の弟子がいたとされ、多くの民衆からみると雄誉自身が信仰の対象tiな っ

たよう4こ も思われる.後 |こ弟子たち |こ よって雄誉上人伝が書かれ、さまざまな伝承がつく
られていった。今でも少なくない数の雄誉自身が記したという名号や、一枚起請文が残っ

てお :,、 近年館山市立博物館 では特別企画として「雄誉霊最上入」展を開催したFl:・:に、そ

れらが展示された。雄誉霊最上人の生涯を簡単に紹介したい。

1544年

1559年

1575年

1588年

今川氏一族である沼津氏勝の三男として駿河回沼津 (静岡県沼津市)出生する

下総国生実 (千葉県千葉市)の :争土宗大巌寺 (住職道誉貞把主人):こ入門する

道誉上人より:争土宗の教義を伝授する

大巌寺 3世の住職となる。大巌寺は徳川家康の関東入国時より祈願寺であり、檀

林とよばれるf:i妻侶養成のための重要な学問所であった。

大巌寺の住職やめ、修行のため奈良に旅立つ。奈良 :こ霊巖寺を創建する (こ こを

拠点に 3年間浄土宗の布教に努めているが、秀吉の「朝鮮侵略」で拉致されてき

た朝鮮人たちと接触した可能性が高い )

1590年

-16-



一●

・．
―

●

―

一
●
．・
■

■

一
■

■

主

甘
≒
　

　

∵̈

.II'丁
f「
‐
1‐
11再 1 .::■ li liril lェ ili:|キ 1… .ti■ ll::三

車 青:i'1好 i∫ Ii丁 ± ■1■ Fi:」 ■lif十 ず i[ :{if:夕 ■ fI妥 [ ::11子:=II_1■ ::if塁 号 :鰭示

ま争 :よ事 111■長へlittli享 主ftl新三七:≒ :二 .キ ■i事 二fi::茸 l':4■ 1■ 《〕
「
こ ~籍 i

幸史科集_:liよ ると、この項雄誉主人|よ彗上寺 :二 お ■毛∫¥ 1言li■ iI事 1・
=1 lr三
菱拳

とな |,、 結弓拳土宗のJ::た義を蕩つ :またとしヽく,大尋で li〔義寺三i fll Tll■ 1::手 11、 そ1■

後:こ安房国大綱 :二隠れ鐘み小さな寺をつくっi七・L:=L■

館山の大綱村|[大巌院を創建する (安房国主里見義葉の寄i菫 :1ま 毛‐1正式襲 まjム

法山大綱寺大巌院といい、京者|:知恩続の末寺とし́でf曽籠養成所も諄設」れた

雄誉 |ま守永寺を|よ じめ、房総の各地に多数の寺院を拿」建する (こ の年轟翼:i華 1

回(Iり慶長度朝鮮置答兼尋ll還ィ費」167名が来 l]し 、141_8名 の朝鮮人被斃人をi菫れて」署
剛する)

安房国主里見̀忠義が帰依し、大議院1理 2石め無軒]が与えられるFf_L総国佐貫域主
のi考藤政長から善昌寺住職にと懇顎され、大議院 |よ弟子の霊誉 |こ まかせ安房を難
れる

里見忠義が抽書園倉吉 〔鳥取県倉吉市)li改易される。雄誉 L入 :よ法然の足跡を
参拝する西同行榔にむlナて旅立つ (各地で寺院を創建し、再建して lぢ 1ヽる 頃、第 2

回の元和三年度朝鮮 1夏1答兼浮」還 f費が来群 l″ 、雄誉が接触 してぃ16可能 i生が高い()
西国行騨の遠ヰ1で :よ、・f白誉 [:11こ政:易 されな駐見患義を言なねている〕

雄誉、西同行糠を終え_覇標理性貫 :11到警する (西回行脚では多くめ接子を養成 1/、
西婿本各地 :、こ30余 :寺の倉ギ建ゃ再興に関わり、庶民のなか :こま土宗布教を強力にす

すめた )

江戸茅場町 1二 草庵をっくデ〔ぃたが、徳川水軍の長であ′るli:井患勝か 0)運地をヽも
らい、壇め立て地を造成し、:れ上宗の檀林とし.J,1:1戸霊最寺建設を:よ じめる

大轟読|]おいてFヽ lll彎茂兵夫妻が∫重修のための:百塔、つま :|り |~元和 '電 年三月十爾

目」と亥」字した「1猟面石塔」を電立する (こ の年112月 |こ 第 3回寛永元年度朝鮮回
答兼写ll還千売の来目があ :サ 、江戸霊議寺が朝き書I:答兼写」還範に問ゎった

´
可能 i生が凌》

る)

霊轟寺の諸堂が完成し、佐貫の1浄隆寺から本尊を移す。雄誉上入 |よ幕府よ :フ :争土

宗総本山である知恩院の第32世の注乳 :こ任命される

知恩院が大火とな l,、 徳川家光よ |,再建σ)命を受ける (大 1)七鐘鋳造発褻を1ま じめ、
両末寺院への勧進帳と募貫オをすすめる )

知思「li]の 大梵鐘が完成する (こ の年1'154回寛永十三年度朝鮮i通信使が来目する。
のちの天和三 (1683)年 に雄誉の弟子である源誉霊碩が著した「霊巖和尚伝記」
(館山市立博物館蔵 )|こ よると、朝鮮通信使の止官が日光参拝の帰 |,|こ 大巌寺を

訪れたとの記載がある)

知思院の諸堂が完成し、その落慶法要が営まれた後に、説法のために江戸 |こ戻っ

た88歳の雄誉上人は江戸の霊巌寺で死去する

lξ l li・ 十

1613年

1607年

16()9年

1614年

1619年

1621義 i

l〔;24弯1

1621)年

1633年

1636年

1641年
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